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出穂j切にbける水稲lh莱の化学成分と収量との関係(第3報)

止二 山 若手

On the Relation of Some Chemical Components in BooむLeavesto 

Yield of Rice Plan七Sampledthroughou七theCountry (III) 

Yutaka UEYAMA 

I.緒 言 範囲にわたってこれらの関係を究明せんとする場合は，

著者は第1報(4)(1954)において，収量及び出穏期にお よく似た環境条件下の草裂や出穏期の近似した品種につ

ける止禁中の三要素の合有率の地域的変化を，第2報∞ いて調査を行う必要のあることを示すものといえよう.

(1955)においては供試品極を草型又は出穏期の早晩によ 3要素は何れも収量決定上重要な要素である.田中日〉

って分けて，収量と止菜の栄養状態との関係を考察し(1954)は N及び Pは，水稲がその生育期間中に吸収す

収量と関係がある要素合有率又は要素の比率が品極によ る量の大部分が出穂までに吸収されて茎楽に蓄積されて

り呉ることを指摘した.ところが藤原4)(1954)は，本邦一おり，この蓄積されていたものが出穂後穏に移行すると

における水稲を生育相により北方，移行及び南方型に分 述ぺ，更に同氏12)(1952)は楽に集積した物質の移動率は

けている.生育相が呉れば同じ出穂期でも，当然作物体 8 菜までは 17~12 であるが， 9~12 架までは 30 以上

の栄養状態は異るものと考えられる.そこで著者もこの であると報告している.武田・丸田10)(1956)及び森田7)

ように地域を分けて収量と栄詫状態との関係を考究する (1954)は収量決定上，上部業特に止莱の役割の大である

のが至当であると考えたので同氏の分け方に従って北海 ことを指摘している.されば出穏期の止菜の栄養状態と

道・青森の稲を「北方型の稲J，山形・宮城・新潟・福島・ 収量との聞には密接な関係があると，思考されるが，結果

山梨・東京・栃木・長野のそれを「移行型の稲J，静岡・ は第 1 表，第 1~5 図の如くであり， Pμ との関係が特

岐阜・三重・大阪・兵庫・広島・長崎・福岡・宮崎及び に顕著である.

鹿児島の稲を「南方型の稲」とし，更に各地域内の供試 くi) P%:千葉13)(1952)は級霊の大なるものに英中の

品極を穂数・中間・穏重型又は早生・中生・晩生種に分 P20S ~b のやや高い傾向があると述べているが，著者16)

けて，収量と栄養状態との関係を検討したので報告する (1956)が行った実験では，止菜の葉鞘又は節問中の Pμ

但し「北方型の稲」は品菌数が少かったので，品極は分 と稔実歩合(但し Arcsin)との聞には正の相関があっ

けなかった. 、 たが，禁身中の P74と1穂の収量構成要素との聞には

前報と同様.

11. 材料 及び方法 相関が認められなかった.本報の結果では， JEの相関が

認められるのは移行型の稲においてのみであり「北方型tr

III. 結果及び考察 及び「南方型の稲」では逆に負の相関を示している.こ

本報で用いた要素の比率は，第2報の場合と異ってい の負の相関を示す理由であるが，林等2)(1951)は登熟期

る.これは PREVOTP. & M. OLLAGNIER8) (1954)が における燐酸の施用はむしろ収量を減ずるといっている

N及びPを“Protoplasmicclass"， K， Ca及び Mgを し，又山下17】(1955)は作物体内のPの大部分は無機態又

“Basic element class"としたのに従ったのである.尚 は可溶態で存在してし、ると述べていることより考え，相

楽梓重と栄養状態との関係も求めたが，有意な相調は殆 見1)(1956)が報告している如く，澱粉合成の場からの無

んど得られなかったので省略する.玄米重と栄養状態と 機態の燐酸の排除ということから説明じ得るのであろう

の相関係数を第1表に示す.全国の供試品種をー括して か，尚 P96と収量との相関が「北方型」及び「南方型

相関を求めた場合(第1報)は三要素含有率は何れも玄 の稲」では負であるにも拘らず.r移行型の稲」では正で

米重との聞に有意な相関は認められなかった.然るに供 あることにつし、て考えてみると，三宅・石塚田(1937)が

試品憧を草型文は出穏期の早晩によって分けると，両者 慣行施肥量を調査した，基肥としての燐酸の施用量をみ

の相関が有意となる場合が現われでくるく第2報).更に ると「移行型」の地帯の施用量は「北方1'!J及び「南方

地域(生育相)をも考慮した本報の結果では，それらの 型」の地帯のそれに比し多いようであり，著者の前報(第

関係が密接になってくる.このように階層分けするに 2報〉の結果においても止莱中の P74は「移行型」の

つれて，収量と栄養状態との関係が密接になるのは，広 稲に低いようである.これらの事実より考えて，上述の
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第 2表 収量(貫〉の栄養状態に対する翠[t:JJ帰方程式

学 踊

地域|品祖11"{ [hJ 、¥帰方程式

北方 | 一 括 Y= -306L58X1 (P9~) + 364.68X2 (K~~) + 7009.44Xa (PfK) -742.67 

早!E I Y -15.56X1 (P9~) + 639: 76X2くPjN)+ 51.23 

移 行 1 ，1'-日ヲ三i函X1 く P9~) 一路・7l X2 (防)-91却 Xa(N/K) + 350.29 

晩生 IY弓 66.13+ 254.88X く P9~)

早!kI Y = -49.73 X1 (N ~~) -364.03 玄2(P9~) -8.03XaくP/K)+ 319.05 

市方|中止 Y=ー299.23X1 (P9の-783.51X2くP/N)+ 231.06 

晩生 IY = -201. 75 X1 (P9~) -521.03 X2 (P /N) + 8.61 X3 く~jK) + 187.76 

穂数 IY=1.93X1くK%)-210.77 X2 (N/K) + 171.58 X3 (NP/K) + 153.52 

移行| 中 間 IY = 133.63 X1 (P ~~) + 490.50 X2 (P/N) + 36.42 Xa (P/K) + 42.08 

祖霊 IY=3伺.40X1 (P9~) + 21.65 X2 (K~~) + 157.85 Xa (P/N) + 2.64 

穂数 IY = -744.29X1 (P9~) ー 148.14X2 (K~~) + 132.58 Xa (P/N) + 502.29 

前方 IrJ' 問

溜:m I Y::: -187.26 X1 (P~~) + 97.39 X2 (P/N) -459.64 X3 (P/K) + 207.79 

第3表玄米軍(1'0の計算侃と実測似の比較
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ると，N'J~及びK~6'f百Jれも「移行型の稲」では正の「北

方型」及び「南方型の稲」では負の相関がある.然しそ

の理由については明らかでない.。ii) 要素の比率:最も重要な比率は P/Nのようであ

る.収量と P/Nとの相関もやはり「移行型の稲」では

正であり，r南方型の稲」では負である.然し「北方型の

稲」では相闘が認められない.相関係数の符号の地域差

については明らかでないが，米粒の充実には出総後の同

化作用が重要であり，又N及びP共に同化作用と密接な

関係がある.この辺に P/Nの生理的重要性があるので

はなかろうか.

その他の比率と収量との関係は著しくなし従来 N/K

が大きくなること，即ちNと K20の unbalanceが病

原菌に対する抵抗性を弱めるといわれているが，収量と

相関係数の符号の地域による差違は土壌中の可給態燐酸 N/Kとの相闘が負であったのは 2caseにすぎない.こ

の多謀と，水稲の生育・収量に対するその過不足の関係 のことは高橋等9>(1955)の説を肯定するものであろう

から説明し得るのではなかろうか. か.

・くii) N及びK:千莱13)(1952)は籾重の大なるものは菜 (iv) 重回帰方程式:収量の，収量との相関が有意とな

中の N74が高いが，Kμ には殆んど差異がないとし，玖 った栄養状態に対する重回帰方程式を求めると第2表の

ー村;>(1956) は莱身中のN9~ と 1 秘穎花数との聞に高い正 通りであるが，第3表に示す如くこれらの方程式からの

の相関を認め，平井出(1956)は甘藷において業中の K94 計算個と実測値との差は非常に大きいので実用に供し得

の高い品種は塊根生産量が高いと報告している.著者も ない.

-前に行った実験16>(1956)で水稲の出穂時の止菜の莱身中 IV. 結 嵩

のN~6'は 1 穂組数と正の相闘があることを認めた.然し 収量決定上ー少くとも出砲後一重要な役割を演ずるの

本報の結果では収量とN94又はK%とり関係は左程明ら 防止薬中では P94及びP/Nの様である.重回帰方程

かではないが，相関が有意となったもののみについてみ 式を求め，その計算値と実測値を比較すると，差が非常

159 
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に大きい場合が多い.然し，このことは収量予測の不可

能性を示すものではなくて，出穂時の栄養状態から収量

を決定しようとしたのが無理であったと思考する.出穂

後決定される収量構成要素は 1粒重及び稔実歩合であっ

て，茎数及び一穂級数は，その時には既に決定されてい

る.玖村田や著者中の結果及び本報から考えると，階層

分け及び各収量構成要素の診断時期が適当であれば，遅

くとも出穂期においては収量を予測することは必ずしも

不可能ではないと考える.

V.摘要

1) 試料を採取した地域を水稲の生育相により「北方

型J，r移行型」及び「南方型」の 3地域に分け，更にそ

の各々の地域内の供試品種を穂数，中間，穏重型又は早

生，中生，腕生種に分けて，各品極群について，収量と

出穂期における止莱の栄養状態との関係を求めた.

2) 収量(玄米重〉と 8要素の含有率との相関の中で

P94との関係が最も顕著で・あり，r北方型」及び「南方型」

では負の「移行型」では正の相関があった.その他の要素

の含有率との相関が有意となった場合は少かるた.

3) 収量と要素比率との関係の中では PjNとの関係

が最も明らかであり，相関係数の符号と地域との関係は

P~~の場合と同様である.その他の要素比率との関係は

余り著しくない.

4) 収量の，収量との相関が有意となった栄養状態に

対する宣回帰方程式を求めたが，計算他と実測値の差が

非常に大きし実用に供し;得ない.

(栽培学講座，昭 31.9.1.受理〉
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Summary 

Continuing the previous repqrt， districts gath-
ered samples were divided northern句pe，transi-

tional type and sout1!ern type by growing pr∞e岱

of rice p1ant. Furthermore， those varieties within 
each district were divided early， 1ate maturing va-
rieties and their intermediate or ear number， ear 
weight type and their intermediate. And then， in 
each group of varieties， the correlation coefficients 
between nutritional日tatusand yield (grain weight) 

were calcu1ated. Among these results， the correla-
tions between Pμor P jN and yield were charac-

teristiωlly significant， that is， those for transitional 
type were positive， but those for northern and south-
ern type were negative. Thinking above results， 
so far as boot leaves concerning， it was considered 
that the P% and P /N were most important for de・
termination of yield， at least after heading. Finally， 
multiple regression equations of yield on nutritional 
stat田 whichcorre1ated significantly with yield were 
estimated. As the deviation日 betweencalculated 
value and actually measured value were considerably 
large， however， those equations could not use for 
the forecast of yield. 




